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グルコース 3％，ヒスチジン・システイン・メチオニンを各 10mM，酵母エキス 3％を添加
したものであった．さらに，本章で鰹出汁中の成分がエルゴチオネインの生合成に大きく
関与していることを推察した．  



















第 1 節では，スエヒロタケ発酵黒大豆の調製および抗酸化活性について言及した．  
第 2 節では，スエヒロタケ発酵黒大豆のイソフラボン類の変化について論述した．  
第 3 節では，スエヒロタケ発酵黒大豆懸濁液のイソフラボン類の変化について考察した． 











































らかにしたことを述べている．    
本論文においては，特に，鰹出汁にアミノ酸（ヒスチジンおよびシステイン），酵母
エキスを添加して培養することによりエルゴチオネインの高生産が認められたこと，
鰹出汁に含まれるアミノ酸や酵母エキス以外の成分がエルゴチオネイン生産を促進さ
せることを初めて明らかにしている．また，スエヒロタケで茶葉および黒大豆を発酵
させることにより，発酵前と比較して，カテキン類およびイソフラボンの総量が増加
していたことから，発酵期間中にスエヒロタケの有する様々な酵素により，茶葉およ
び黒大豆に存在する前駆体からカテキン類やイソフラボン類などの機能性成分が生産
されることを明らかにした．さらに，発酵期間中に生じたカテキン類やイソフラボン
類の構造変化について科学的に解明すると共に，抗酸化活性の増加との関係について
推察している． 
学位論文審査においては部分的な修正が行われ，公聴会においては質疑応答を含み適
切に対応できた．  
 以上のことから，学位論文審査の結果，若干の修正を加えたことにより，科学的手
法で得られた成果に新規性が認められる内容となり，学位論文に値すると評価した．  
 
